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Ⅰ
■出題のねらい
出典はアメリカにおける日本庭園についての記事です。 1 は、難解な語の意味を文脈か

ら推測し、同じ意味を表す語を選ぶことができるかを見ました。 2 は、基本的な語句の知
識を、 3 と 4 は、英文全体の趣旨に合うものを選ぶことができるかを見る空所補充
問題です。 5 は、段落の趣旨に合うものを選ぶ問題です。 6 は、正しい英文を作る
並べ替え問題です。 7 は、英文の細部まで適切に読めているかを見ました。

■採点講評
1 は、2つのものの結合や混合を意味しない語を選びます。 2 は、よくできていま

した。 3 は、日本庭園は屋内空間とつながっているという英文の趣旨を理解できていれば
正答できたと思います。 4 は、その前の「環境を大切にするようになる」からのつながり
で考えます。 5 は、庭園の植物について、「以前は日本に自生する植物を用いていたが、
今日では地元に自生する植物を用いることを目指している」ということを理解していれば正答で
きたと思います。 6 の並べ替え箇所は、“involve even more work than other kinds of

gardens”となり、正答率は低く、難しかったようです。 7 は、「日本庭園は小さな作業を
コツコツ続ける必要がある」と述べたのは、Powell氏ではなく Uchiyama氏なので、選択肢④が
正答です。

Ⅱ
■出題のねらい
出典は人類の祖先の足跡についての記事です。 8 ～ 10 は、空所補充問題です。
11 と 13 は、それぞれの下線部が指すものについての理解を見ました。 12 は、

“steps”の意味を確認する問題です。 14 は、英文の細部まで適切に理解しているかを見まし
た。

■採点講評
9 は選択肢①の解答が多かったですが、because節の動詞が “show”であることを見逃し

たのだと思います。ここは、過去分詞が前の “the set of footprints”を修飾している構造になり
ます。文の最後まで注意して読むことが大切です。 14 は、選択肢③を選んだ受験生が多
かったですが、Lucyは1974年にエチオピアで見つかった一群の骨を指し、研究者のグループの
一員ではありません。正答の選択肢④については、英文全体の最後に書かれています。



Ⅲ
■出題のねらい
出典はメロンパントーストの作り方についての記事です。 15 ～ 17 は、空所補充問
題です。 18 は、適切な英文を作る力を見ました。 19 は、英文全体の趣旨を理解して
いるかを見ました。 20 は、英文の細部まで適切に理解しているかを見ました。

■採点講評
15 と 16 の正答率が低かったです。 15 は、文の構造から従属接続詞を選び、意

味的に適切な「対比」の意味を選びます。 16 については、関係代名詞と関係副詞の構造の
違いをしっかり理解しておくことが大切です。間違えて関係代名詞の選択肢①を選んだ受験生が
多かったです。 17 については、第3段落に書かれています。 18 の並び替え個所は、
“getting ready to go out”です。難しい問題でしたが、比較的よくできていました。 20 は
よくできていました。

Ⅳ
■出題のねらい

SDGsに関する学校での課題について母と娘が会話をしています。 21 は、“stand for～”

の意味を理解しているかを見る問題です。 22 は、会話の中で出てきた英文とほとんど同じ
意味になるように語を並べ替えて英文を作ることができるかを見ました。 23 ～ 25 は、
英文全体の理解度を見ました。

■採点講評
21 は難しかったようですが、全体的によくできていたと思います。 22 の並べ替え個

所を含む英文全体は、“Electricity enables us to do many things.”となります。 23 ～
25 の解答には、英文を読みながら重要と思う情報を整理していくことが大切です。



Ⅴ
■出題のねらい

AIが創作した作品の著作権に関する記事から出題しました。 26 と 27 は、文脈を正
確に理解しているかを見ました。 28 は、語法の知識を見ました。 29 は、英文全体の
趣旨から判断してどの意味が適切なのかを判断する問題です。 30 は、英文構造の知識を見
ました。 31 と 32 は、英文全体を細部まで適切に理解しているかを見ました。

■採点講評
26 は、AIによる作品の著作権登録の申請が拒否されたということで、選択肢③が正答で

す。 27 は、機械を「発明主体」とみなすかどうかということがこの英文のテーマなので、
正答は選択肢①です。 28 の “prevent”の伴う前置詞が “from”だというのは、基本的な語法
の知識です。 29 は、「創り出した人の所属先にその著作権がある」という意味です。難し
い問題でしたが、正答できた受験生は英文全体の趣旨をよく理解していたと思います。 30
の並べ替えた英文は、“Thaler listed himself as the owner of the machine.”です。 31 と
32 は、2問とも正答した受験生は少なかったです。長文を読むことに慣れるようにしま
しょう。


